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国際福祉機器展＆フォーラム（以下「H.C.R.」とします）は、1974年に開催された「社会福祉施設の近代
化機器展」がその起源です。その後、多くの関係機関・団体、企業の皆様のご支援により、長年にわたり
展示会を充実させ、開催してきました。そして、2023年には、50回目を記念する「H.C.R. 2023」を「クリエ
イティブな未来を拓く」をテーマとして東京ビッグサイト東展示ホールで開催し、約11万3千人に来場い
ただきました。同時に、2020年から始まったWeb展は、約200万ビューの閲覧を記録しました。
H.C.R.2023は、まさに福祉機器、福祉・生活支援関連情報への新しいアクセスの形を切り拓く場となりま
した。

この半世紀、福祉機器の開発と普及は、事業者の方々の不断の実践と福祉制度・施策の充実発展によっ
て画期的に進化しました。今や、福祉機器は、生活全般から社会環境づくりに至るまで多様な分野で活用
され、機能の高度化も著しいものがあります。

これを促した制度が、1993年10月に施行された「福祉用具の研究開発及び普及の促進に関する法律」
です。同法で、国は「福祉用具の研究開発及び普及を促進するための措置に関する基本的な方針」を定め
るものとされ、方針の中でH.C.R.の役割が次のように明記されています。
   「例えば（中略）内外の製造事業者等が出展する国際保健福祉機器展に見られるように、多様な機会、場
を利用して、福祉用具の利用の重要性について国民の認識を高めるための啓蒙活動を展開する」、とされ
ています。

H.C.R.の試みは、こうした施策と相まって、時代とともに福祉機器のイメージを大きく変え、多様な産
業分野からの企業参入と福祉機器市場の成長を促し、さらには福祉機器の国際化にも一定の役割を果た
してきたところです。

日本社会は、2040年に向けて少子化高齢化がさらに進み、人口減少が進んでいくといわれています。
他方、介護や高齢者福祉のニーズは引き続き高まるものと見込まれています。また、障害者権利条約のも
と、障害のある人々の地域での自立生活や就労、教育、社会参加の促進のための取り組みや環境改善が
一層求められています。

H.C.R.は、社会環境の変化を見通しつつ、半世紀にわたり蓄積してきた礎をもとに、国内外の多種多様
な福祉機器と情報の発信を担う展示会として、さらなる努力を重ねていく所存です。さらに、SDGsがめ
ざす「誰一人取り残さない持続可能で多様性と包摂性のある社会」の理念に即し、地域共生社会の実現や
すべての人が安心して暮らし、住み続けられるまちづくりをすすめることを働きかけるフォーラムの場と
して、さらに発展させてまいります。

本誌は、H.C.R.の50年間の軌跡をまとめたものです。これにより、皆様とともに来し方を振り返り、現
在地を知って、未来を展望する一助になればと思っております。最後に、この場をお借りして、これまで
長きにわたりH.C.R.に出展していただいた国内外の企業・団体の皆様、ならびにH.C.R.の企画運営にご
尽力をいただきました関係団体・者の皆様、ご後援を頂いた関係機関の皆様のご理解とご協力に篤く御
礼を申しあげます。これからも、引き続きのご支援を賜りますよう深甚よりお願い申しあげます。

50年史発刊にあたって
一般財団法人 保健福祉広報協会
理事長

古都 賢一
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